〈実践報告〉 子どもたちは被災地で何を学び感じたか : 茗渓学園・石巻絆プロジェクトから見えてきたもの (〈特集〉 社会科教育は，東日本大震災をどう捉えたか) by 前嶋 匠 & Takumi Maejima
く実践報告＞
子どもたちは被災地で何を学び感じたか
一菩漢学園・石巻絆プロジェクトから見えてきたもの一
l. はじめに
いまや日本の社会科教育にとって， 3.11の東
日本大震災やそれに続く福島第一原発事故，そ
してその後の日本社会を取り巻くさまざまな問
題をいかに教育活動で取り上げていくかは，避
けることのできない課題であろう。個人的に
は，正直なところそれまであまり関心領域では
なかった環境・エネルギー問題が，今では大き
なウェイトを占めるようになってきている。お
そらく多くの社会科教師が東日本大震災を機に，
問題意識や価値観を大きく揺さぶられたり，変
更を余儀なくされているのではないだろうか。
しかしながら日々の業務に追われる中で，少
しずつ震災や被災地に対する記憶や関心が薄れ
てしまったり，被害のあまりの大きさゆえに
「安易に扱うべきではない」という気持ちから
手をつけられないままになっている社会科教師
も少なくないものと思われる。私もその一人で
あったが，本校で後に概要を述べる「石巻絆プ
ロジェクト」が立ちあがったことで，生徒たち
とともに東日本大震災について改めて学び考え
る機会を得た。
震災間もないこの時期に，生徒たちを被災地
へ連れて行くことには，物理的・心理的な困難
さを伴った。「今だからこそ行くべきである」と
いう教育的信念めいたものと，「今はまだ早すぎ
るのではないか」という不安との間で揺れ動い
た。また自分自身の中に，被災地訪問を通して
「生徒たちに何を伝えたいか」ということも，事
前にはあまり明確ではなかった。例えば平和学
習であれば，広島を訪問すれば，戦争や原爆の
＊著渓学園中学校・高等学校
前嶋 匠＊
悲惨さ，そして二度とそのような悲劇を招いて
はいけない， という明確な教訓がある。では，
震災から学ぶべきことは何なのか。
私が得た現時点での結論は，それは知識でも
教訓でもなく，もちろんそれらも重要ではある
し，今回の訪問で生徒たちは多くの知識を学ん
だのだが，被災者の方々の苦難について「想像
力を働かせること」ではなかったかと考える。
例えば，石巻の門脇地区に立ったときの言葉
で表現しようのない緊張感や無力感，被災され
た方に対しての申し訳ない気持ち。そこでは，
生徒たちはみなカメラを持参していたものの，
ためらいの気持ちから結局 1枚も写真を撮るこ
とができなかった者も少なくなかった。新聞や
テレビの映像から“分かったつもり”になって
いたが，実際の姿は全然違った， という趣旨の
感想を多くの生徒が述べていた。がれきの多く
は撤去されてはいるが，今でもその場に残る圧
倒的な重み。その重みに触れることで，私たち
は様々なことについて思いを巡らし，考えざる
を得ない状況に追い込まれる。
もちろん私たちには，表層的な部分しか見え
ていない。ただ，マスメデイアの映像や言説に
よって，私たちは“分かったつもり"になって
はいないだろうか。もしかしたら，それらは
人々の想像力をむしろ奪っているのかもしれな
い。おそらく時が経つにつれ，被災地は整備さ
れ，町はきれいになっていくだろう。様々な困
難さを抱えた中で，それでもなお今，被災地を
訪問することの意味について考えていきたい。
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2. 菩漢学園・石巻絆プロジェクトの概要
(1) プロジェクト発足の経緯
筆者が勤務する落漢学園中学校高等学校では，
2012年3月24日から 26日にかけて，石巻絆プ
ロジェクトを実施し，中学1年生から高校2年生
までの 32名と引率教員4名で，石巻市を訪問し
た。教育課程上の位置づけとしては，まったくの
課外活動であり，休み時間や放課後などを利用し
事前準備を行い，訪問は春休み期間に行った。
きっかけは， 2011年11月に宮城県吹奏楽連盟
「宮城県楽器BANK」を通じて，津波によって
楽器を失った石巻市立住吉中学校に，本校で長
年使用されずに眠っていたティンパニを寄贈さ
せて頂いたことにある。修繕費用と運送費用は，
本校の生徒会や吹奏楽部が中心となり募金活動
を行って集めた。それ以前から本校では内窪誠
（体育科），鈴木竜也（数学科）両教諭を中心に，
生徒たちを被災地に連れて行き，ボランティア
活動を行ったり霙災の現状を学ばせたいとの声
があったが，寄贈をきっかけに石巻への訪問を
行う計画が動き出した。私も仙台市出身で社会
科教員ということもあり，その一員として関わ
ることとなった。
当初は現地でボランティア活動を行うことを
考えたが，いろいろと問い合わせたところ数十
人規模での中高生のボランティアの受け入れは
難しいことが分かった（特に中学生の受け入れ
には難色を示されることが多かった）。そこで，
被災地の現状や課題を学び，住吉中学校の生徒
たちと交流をはかることを目的とした訪問と位
置づけることとなった。
2012年2月4日に中学 1年生から高校2年生
までを対象にした説明会を開催したところ，こ
ちらの予想を遥かに上回る 160名もの生徒が集
まった。できるだけ多くの生徒の思いに応えた
いところであったが，訪問先の受け入れ可能人
数の制約もあり，一度であまりに大人数で訪問
するべきものではないと考え，志望理由書や学
年バランスなどを考慮し 32名に絞り，プロジェ
クトがスタートした。
(2)事前学習について
プロジェクトの実施に先だって，被災地に「遊
びに行くわけではない」「興味本位で行くわけで
はない」ということを生徒たちに強く自覚させ，
現地での学びをより深いものとするために，事
前学習に特に力を入れた。その概要は表1の通
りである。本節においては，事前学習の実施内
容について概括することとする。
①学習テーマの設定と学習班の編成
まず，学習テーマ別に学習班の編成を行っ
た。学習テーマは，生徒の関心を踏まえなが
ら教員側から「復興計画」「ボランティア」
「ジャーナリズム」「心のケア」の 4つを提示
し，生徒の希望を踏まえながら 5つの班とし
た（心のケアは希望者多数のため2班に分け
た）。異学年の班編成とすることで，上級生が
下級生を指導し，また上級生に責任感とリー
表 1 事前学習のスケジュール
実施日 内容 講師
2月14日（火） 学習班編成・課題図書配布 ---
2月16日（木）
第1回事前学習講演会 UT-OAK震災救援団
「南三陸町におけるボランティア活動」 華井和代氏
3月1日（木）
第2回事前学習講演会 笠間の登り窯修復支援
「笠間の登り窯修復支援」 中山佳樹氏（本校卒業生）
3月8日（木）
第3回事前学習講演会 筑波大学システム情報工学
「震災復興計画を考えるにあたって」 研究科教授大村謙二郎氏
3月13日（火） 事前学習レポート提出メ切 ~ 3月19日（月） 事前学習発表会
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表2 学習班別人数内訳
＼ 学習テー マ 中学1年 中学2年 中学3年男 女 男 女 男
復興計画 1 1 2 
ボランティア 1 1 2 
ジャーナリズム 1 1 1 
心のケア① 2 1 
心のケア② 2 
ダーシップを意識してもらうことを期待した。
また，それぞれの班の高校2年生の中から班
長を一人選出させた。人数内訳は表2の通り
である。
②課題図書の指定と学習レポートの作成
学習班編成後表3に示す課題図書を教員側
から提示し，班ごとに配布した。生徒たちに
は，一人ずつ担当範囲を決めさせ，担当範囲
の内容の「要約」「感想」「訪問先で質問した
いこと」をレポートにまとめる課題を課した。
担当範囲の割り振りの方法はそれぞれの班に
女
高校1年 高校2年 合計
男 女 男 女 男 女 計
1 1 3 3 6 
1 1 5 1 6 
1 1 1 2 4 6 
2 2 7 7 
2 3 7 7 
任せることとしたが，班長が中心となって行
い，自然と下級生が比較的やさしめの範囲を，
上級生が難しめの範囲を担当する流れになっ
ていった。また本を読んで分からなかったこ
とや最新の情報については，インターネット
や，朝日新聞社が提供している有料記事検索
サービス「朝日けんさくくん」を用いて調べ
るよう促した。学習レポートのメ切は 3月14
日とし，約 1か月の期間を取った。それぞれ
のレポートは班長が集約し， 3月19日の事前
学習発表会に向けてまとめるようにした。
表3 事前学習の課題図書
学習テーマ 課題図書
復興計画
学芸出版社編集部編「「東日本大震災•原発事故」復興まちづくりに向けて』学芸出
版社， 2011
ボランティア 中原一歩『奇跡の災害ボランティア「石巻モデル」」朝日新書， 2011
ジャーナリズム 石巻日日新聞社『6枚の壁新聞』角川新書， 2011
心のケア
①保坂隆『災害ストレス直接被災と報道被害』，角川新書， 2011
②和田秀樹『震災トラウマ』，ベスト新書， 2011
③講演会
実際に被災地でボランティア活動に取り組
まれている方や復興計画に携わっている方に
講師として来てもらい，被災地の現状や，被
災地へ行く際の心構えや見るべき視点につい
て講義して頂いた。主な内容は以下の通りで
ある。
〇南三陸町での被災地支援 華井和代氏
(UT-OAK震災救援団，東京大学大学院生）
UT-OAK震災救援団は，東京大学の大学
院生を中心に設立された団体であり，主に
被災地の避難所や仮設住宅で暮らす子ども
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たちの学習支援や，炊き出しなどのボラン
ティア活動を行っている。講演内容は，ボ
写真 1 ランキング
ランティア活動に取り組んだ動機や内容，
これから被災地を訪問する者の心構えなど
であった。途中，被災地支援の様々な方法
が書かれてある 9枚のカードに優先順位を
つけていくというランキングを実施して頂
き，被災地支援について考える良い第一歩
となった。
〇笠間の登り窯修復支援 中山佳樹氏
（本校卒業生）
本校の卒業生であり，震災によって破損
した茨城県笠間市の笠間焼の登り窯修復作
業をボランティアとして行っている中山佳
樹氏に，活動をはじめたきっかけや活動内
容についいてお話し頂いた。本校卒業生と
いう，生徒にとって身近な存在が被災地支
援に携わっていること，茨城県においても
地域によっては震災の被害が大きかったこ
となどを生徒たちは理解することができ，
より身近な問題として捉えることが可能に
なったと思われる。
〇復興計画について 大村謙二郎氏
（筑波大学システム情報工学研究科教授）
大村謙二郎教授は，岩手県大槌町の復興
計画や北茨城市の復興アドバイザーを担当
写真2 発表の様子
(3)石巻訪問
事前学習を終え，石巻への訪問は春休みの 3
月24日から 26日にかけて実施した。そのスケ
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されている方で，他の霙災と比べた東日本
大震災の特徴，地域や都市の成り立ち，復
旧と復興の違い，復興計画の現状と課題な
どについて，中高生向けに分かりやすく講
義して頂いた。今回の大震災の復興がいか
に困難で長期的なものになるかについて非
常に説得力のある内容であり，また宮本常
ーの父親の言葉を引用し，フィールドワー
クにおける見るべき視点を与えて頂いた。
④事前学習発表会
3月19日に事前学習発表会を行い，学習班
別に，課題図書から学んだ学習テーマに関す
る基本的な知識や情報， またそれを通して考
えたことや訪問先で質問してみたいことなど
を発表した。発表時間は一班につき 30分と
し，班内で役割分担をして必ず全員が発表す
るようにした。事前に提出してあった各班の
学習レポートを全員分印刷・配布したので，
それを用いて発表を行う班もあれば，別にパ
ワーポイントでスライドを作成し発表する班
もあった。発表後には質疑応答の時間を取り，
他の班に対する生徒間の質問を促し，互いに
学び合う雰囲気づくりに努めた。
写真3 質疑応答
ジュールは表4の通りである。本節においては，
それぞれの訪問場所での活動内容について概括
することとする。
日程 時間
21: 00 
8: 00 
表4 訪問スケジュール
予定 内容
車中泊3/24 (土） 著渓学園発
松島着 松島沿岸部の津波被害の観察
10 : 0 石巻災害復興支援協議会着 ！ 語り部さんのお話，市内巡回
I 
---------------------------------------------------------------------------------------
3/25 (日） 12: 30 石巻市立住吉中学校着 合同演奏，交流会，「絆」合唱---------------------------------------------------------------------------------------
18: 00 追分温泉（宿泊地）着---------------------------------------------------------------------------------------
19: 30 ミーティング 学習班別の反省会，各班の発表
9: 00 公民館着 石巻日日新聞社・報道部長のお話---------------------------------------------------------------------------------------
10: 30 石巻市役所着 復興政策課・担当職員のお話
3/26 (月） 10: 35 臨床心理士のお話
からころステーション着
（二班に分かれて）
⑬: ~Q:::::::: ―＿ー―-石巻棗 ―ー::r::::::::::::::::::::::
19 = o I 著漢学園着
①石巻災害復興支援協議会
石巻災害復興支援協議会は，活動の一つと
して被災された方が自らの霙災体験を語る
「語り部制度」を行っており，同協議会が事務
所を置く石巻専修大学において震災体験につ
いてお話しを伺った。語り部の方は，震災直
後に津波が到達するまでの市内の状況，食料
不足やプライバシーのない避難所での過酷な
生活の様子，模造紙一枚で夜を過ごした経験
や低体温症の恐怖などについてお話ししてく
ださった（写真4)。
写真4 語り部の震災体験講話
②石巻市立住吉中学校
石巻市立住吉中学校の吹奏楽部主催のコン
サートに参加させて頂いた（写真6)。前半部
は住吉中の生徒の演奏で，本校から寄贈され
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その後協議会の職員の方にバスに同乗し
てもらい市内を巡回し，被災の現状について
説明して頂いた。震災前から深刻であった駅
前のシャッター街化がより進んでいること，
津波による田畑の塩害被害，仮設住宅に住ん
でいる人たちの声，時が経つにつれて広がっ
てきた被災が大きかった人とそうでない人と
の間の心理的な溝などについてである。特に
津波被害のひどかった地域の一つである門脇
地区ではバスを降車し，献花・黙とうを行っ
た（写真5)。
写真5 門脇地区で黙とう
たティンパニを活用して頂いている様子を見
ることができた。後半部は本校の吹奏楽部員 5
名が加わっての合同演奏となり，音楽を通じて
交流を深めることができた。その後，本校生徒
が作詞・作曲したオリジナルソング「KIZUNA
～絆～」を住吉中の生徒の前で合唱し，「未来
のとびらを一緒にあけよう」などと本校生が
つないだメッセージを曲に乗せて伝えること
ができた。
コンサート終了後は交流の場を設定して頂
き，震災後の生活などについて話しを聞かせて
頂くことができた（写真7)。住吉中吹奏楽部
の生徒の多くは， 自宅が全壊もしくは半壊の認
定を受けており，仮設住宅の生活の大変さにつ
いて語る者もいた。昨年住吉中を卒業した高校
生は，仙石線が不通ため遠く離れた学校に通う
のに親戚宅に住まなければならない苦労につい
て語ってくれた。また「私たちは一生懸命がん
ばっているのに，『がんばれ！』なんて言われ
たくない」という率直な声もあり，「支援する
写真6 住吉中吹奏楽部との合同演奏
③石巻日日新聞社
石巻日日新聞社は，津波で新聞を印刷する
ための輪転機が使えなくなり， 6日間手書きの
壁新聞を発行した新聞社である。今回石巻市
の公民館を会場として，報道部長の方に来て
頂き，壁新聞を発行するに至った経緯や地方
紙としての役割についてお話しして頂いた。
質疑応答の中で，震災後に広まったデマを
記者の方が取材してまわって打ち消していっ
たことや，壁新聞がアメリカのワシントン
D.C. にあるニュージアムに展示されるなど有
名になったことについて，名誉なことである
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側」と「支援される側」の認識のズレという微
妙で難しい問題に気づくことができた。
本校生が後に書いた感想文には，「自分の経
験を語るうちにそれまで笑っていた子も泣
き出してしまうことが多く， どんな言葉を掛
ければいいのかわからなかった。事前学習で
心のケアを学んだのに，何もできない自分に
無力さを感じ，悔しかった。」「私達の当たり
前は，ここでは当たり前ではなかった。ここ
で学んだことは，震災のつめ跡は 1年経った
今でも深く残り続けているということだった。
」などと書かれており，同年代の子どもたち
の震災体験や率直な声を聞くことで，霙災が
子どもたちの心や生活に与えた大きな影響に
ついて，少なからずショックを受けている様
子だった。
写真7 生徒同士の交流会
反面きっかけが震災であるだけに複雑な心境
であることなどを話して頂いた。
④石巻市役所
石巻市役所では，復興政策課の担当職員の
方に，石巻市内の被災の状況や復興計画につ
いてお話しして頂いた。震災がれきや人口流
出，ライフラインの被害，高台移転と居住禁
止エリアの設定，復興に向けた財政上の問題
などの説明に対し，生徒たちは真剣な表情で
説明を聞いていた。
質疑応答の中で，行政主導で進めたとされ
る阪神淡路大震災の復興計画との違いについ
て，石巻市では計画段階から住民参加を促し，
行政と市民が一緒になって計画を立てている
ことや，マスコミなどでも被害の大きさが報
道されている漁業について，市が震災後にア
ンケートをとったところ漁業を継続して行い
たいと答えた人が3割しかおらず，国が手厚
い援助をすることの必要性などについて話し
て頂いた。
⑤からころステーション
からころステーションとは，一般社団法人
「震災こころのケアネットワークみやぎ」が震
災後に石巻駅前のビル内に設置している相談
スペースで，こころのケアを目的として臨床
心理士などが相談業務を行っている。当日は
臨床心理士の方に，被災者の方の置かれてい
る現状，活動内容，相談に乗るときに心がけ
ていること，予防の重要性，将来心理系の進
路を希望する人へのアドバイスなどについて
お話しして頂いた。
質疑応答の中で，子どもの心のケアのあり
写真8 事後報告会
3. プロジェクト終了後の生徒たちの声
ここでは，プロジェクト終了後にまとめた生
徒たちの感想の中からいくつかを抜粋して掲載
する。今回の訪問の目的でもあるが，生徒たち
方については，まず親の心の安定が大切であ
り，親への心のケアが必要であることや，う
つ病の症状が見られる方への対応については，
定期的に休むことを促しているというような
お話しをして頂いた。また，生徒たちは住吉
中での経験から，被災者の方に「頑張れ」と
言うことの是非について尋ねたのだが，「言っ
てはいけない」ということではなく，大切な
のは上から目線ではなく同じ目線に立ち，信
頼関係を前提とすること， という回答をもら
い納得している様子であった。
(4)事後報告
プロジェクト終了後，保護者や一般生徒など
を対象とした報告会を実施し，学習班別にパ
ワーポイントを作成して報告を行った（写真8)。
また，プロジェクトをまとめた「著漢日日新聞」
を作成して校内に掲示し，被災地の現状や学ん
できたことについて全校生徒に広める活動を
行った（写真9)。
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写真9 若渓日日新聞
は実際に石巻の現状を見て聞いて感じた自らの
経験から，問題意識を高めたり，今後も主体的
に取り組もうとする意欲が芽生えていることが
うかがえる。
今，石巻は復旧と復興の狭間という印象を受けました。でも実際に行ってみたら，ガレキの山を見
て，復旧すら終わってないと思いました。また語り部さんの話で「石巻は加工の街だけど，今やって
いる加工の会社は地震前の2割だけ」と聞いて，復興もまだまだだと思いました。住吉中の同年代の
子たちの話を聞いて，心の復興もまだまだだと思いました。テレビじゃ分からないことをたくさん学
ぶ貴重な機会になったと思います。一番印象に残った言葉は，語り部の方が「みんなが石巻のことを
忘れないことが一番の復興支援だ」という言葉です。だから私も石巻のことを忘れないようにしよう
と思いました。 （中学1年生， F.K)
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
実際に石巻に行って気づいたことは，予想以上に津波の高さが高かったということで，家に避難す
るのではなく， ビルやマンションなどの丈夫で高いところに避難しなければならないと思わされまし
た。それから被災地で家族や家を失った人々は心に傷を負っていたけど，それでも前に進もうと努力
して頑張っているので，僕たちも今頑張ろうと思わされました。この東日本大震災で被災した被災地
のことは忘れてはいけないことだと思ったので，一生心にとどめておきたいと思いました。
（中学2年生， D.H)
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
僕は，今回のプロジェクトを通して，津波の恐ろしさを改めて思い知らされました。津波の被害が
とても大きかった場所では，一面焼け野原のようで言葉を失うほどショックを受けました。また僕は
日本中の絆の強さに感動しました。一番それを感じたのは，住吉中に行った時のことです。僕らだけ
が楽器を贈ったのだと思っていましたが，演奏会のしおりを見ると，たくさんの人たちが様々な楽器
を寄付していて， とても驚きました。また僕たちと年齢の近い住吉中の人たちの話を聞いて，まだ心
に深い傷が残っていることを痛感したし，考えさせられました。これからもずっと日本，世界が3.11
を忘れぬよう，自分たちが石巻で学んだことをたくさんの人に伝えていきたいです。
（中学3年生 Y.O)
---------------------
このプロジェクトで得たことは，まず事前学習で様々な観点から東H本大霙災のことを知ることが
できたことです。ジャーナリズム班として石巻日日新聞社の「伝える使命感」の強さを学び，今後の
メデイアがどうあるべきかを考えるきっかけとなりました。また，実際に被災地に行って一番心に
残ったことは，中学校で同年代の人の話を聞くことができたことです。テレビでは大人の考えを聞く
ことしかなかったので，その辺もメデイアが取り上げるべきだと感じました。 （高校1年生 T.T)
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
今までテレビで津波の映像を見たりして何となく津波とかのことを分かっているつもりだったけど，
今回いろんな話を聞いたりして，それは全然分かっていなかったことに気づきました。実際に沿岸部
を歩いているのにそこで実際津波にのまれた人がいたり，亡くなってしまった人がいたりというの
をなぜかあまり感じることができなくて，すごく複雑な気持ちになりました。 （高校1年生， Y.A)
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
私はテレビとかで見ても 3.11の被害というものがよく実感できなくて納得できなかったので，自
分の目で見たら目の前で実感できると思ってこれに応募して参加しました。でも来てみると， 自分の
目で見ているはずなのに実感もできないし，納得もできなくて，伝えようと思っていっぱいカメラで
シャッターを切ってもあんな小さい画面では何も伝えられそうになくて，正直ただショックで呆然
としてしまいました。今回画面上の情報じゃなくて，自分で行って見て感じたことで，知ったふり
じゃなくて，はじめて 3.11のほんの一部でも知れたと思います。 （高校1年生， K.F)
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テレビで見たことがあったけど，ガレキを実際に見たら生々しくて，最近受け入れするとかしない
とか市町村で話題になっているけど，つくばはどうなっているのか知らないので，調べてもしもして
いないようであればしたいなと思いました。 （高校2年生 R.T)
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
石巻とかの地域は以前から地震の多いところで，津波の被害も受けたことがあると聞いて，教訓を
得ていたはずなのに，何十年何百年と経るとだんだんと忘れられてしまって，また同じことを繰り返
してしまったことが悔しくて，守れた命を多く失ってしまったのは残念だと思いました。今回話を聞
いた方々の多くが言っていた，人から人へ語り継いでいくことが大切だということは本当にそうだな
と実感して，私もこの経験を生かして周りの人に伝えていきたいと思いました。 （高校2年生， N.T)
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
自分たちは現地で大きな影響を与えられるのではないかとか，霙災の復興のために何かして来られ
るのではと思っていました。でもいざ実際に石巻に足を踏み入れてみたら，あまりに爪痕が生々しく
残っていて言葉が出ませんでした。特に住吉中の生徒の方とスプリングコンサートの後にお話をした
時の光景には胸が締め付けられました。私たちは当たり前のように今までの生活ができる状態なのに，
1年経ってもそれが当たり前でない子がいるというその現状にとても衝撃を受けました。住吉中のみ
なさんの本音や現状を自分たちの周りの人たちにもっと知ってもらいたいと強く思いました。
4. おわりに
生徒たちの感想や様子などから，今回のプロ
ジェクトで生徒たちにどのような変化が見られ
たかをまとめてみたい。
・東日本大震災の被害や被災地の現状について
マスコミを通じて「分かったつもり」になっ
ていたが，それはほんの一部でしかなく，実
際に現地を訪問して， 自分の目で見たり匝接
話しを聞かなければ分からないことがたくさ
んあることに気づくことができた。
•津波で大きな被害を受けた地域に実際に立っ
てみることで，それまでそこで生活していた
方々の暮らしや津波被害の深刻さについて，
各々が想像力を働かせることができた。
• 石巻の方々の「被災地を忘れないでほしい」
という思いを受け，今回の訪問で学んできた
ことを帰ってきてから周りの人々に伝える使
命感を持つようになった。
．がれきの処理問題など被災地が抱える問題に
ついて，他人事ではなく，より主体的に考え
ようとするようになった。
• 本校生が住吉中にただティンパニを寄贈する
（高校2年生， H.S)
という支援ではなく，住吉中の生徒たちと向
かい合って直接話しを聞かせてもらうこと
で，本校生も住吉中生から何がしかを「得
た」という感覚を持った。おそらく今後，本
校生が被災地の報道に触れたとき，それはど
こか抽象的でまったく関係のない世界での出
来事ではなく，住吉中の生徒たちの顔や姿を
思い浮かべるかもしれない。
2000年代以降の新自由主義的な「自己責任」
論のもと，政治の不作為や社会構造上の不備を個
人に押し付ける風潮が強まってきた。経済的な格
差が広がり，「勝ち組」と「負け組」に象徴され
るように社会を二分化するような言説が作り出さ
れてきた。それに対して，おそらく今回の東日
本大震災を契機に生まれてきた思想は，それとは
まったく異なるものであろう。震災以降「絆」と
いう言葉が溢れ，私も家族や友人とのつながりの
重要性を再認識させられた一人であるが，そのよ
うなワンフレーズにとどまらない社会思想史的な
転換につながる可能性を感じる。
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すなわち同情でもなく，他人事でもなく，「も
し自分が被災した側の立場だったら…」と想像
力を働かせること。特に今回の東日本大震災のよ
うな場合， 自分もいつ被災者の立場になるか分
からない。そして， 自然災害の被災者を社会全
体で支え合うことに同意すること，である。そ
れを誰か人任せにするのではなく，社会を構成
しより良き市民を育成する場である学校が，可
能な範囲で取り組んでいくことが求められるの
ではないだろうか。
本プロジェクトは，今後も複数年度にわたっ
て継続実施していく予定である。被災地の復興
に向けて，子どもたちが被災地を「学ぶこと」
それ自体が意義のあることだと考えるが，ただ
学んで終わるのではなく，訪問したときにボラ
ンティアを含め何ができるのかを考えて行動す
ることや，訪問後に報告会を実施して終わるの
ではなく， 日常的にできることが何かを考えて
実行していくことなどが今後の課題である。
最後になりましたが本プロジェクトにご協
力頂いた多くの方々に感謝申し上げます。
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